
「やまびこ支援学校」が新校舎へ移転

　
開
放
感
が
あ
り
、光
溢
れ
る
校
舎
は
、児

童
生
徒
が
使
用
す
る
建
物
部
分
を
平
屋
建

て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
、車
い
す
で
も
移
動

し
や
す
い
安
全
・
安
心
な
環
境
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。一
部
に
県
産
材
を
使
っ
た
木
造
建

築
の
校
舎
内
は
、木
の
香
り
や
温
も
り
、そ

し
て
潤
い
が
感
じ
ら
れ
、外
観
は
自
然
な
色

合
い
を
採
用
し
て
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
、生
徒

と
地
域
住
民
が
触
れ
合
う「
喫
茶
室
」と
し

て
も
活
用
す
る
演
習
室
を
玄
関
付
近
に
配

置
す
る
ほ
か
、体
育
館
に
は
外
部
用
玄
関
を

設
け
て
開
放
的
な
設
計
に
す
る
な
ど
、地
域

住
民
と
交
流
し
や
す
い
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。安
心
し
て
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
中
庭
、陶

芸
や
木
工
、機
織
り
な
ど
が
で
き
る
特
別
教

室
棟
に
加
え
、障
害
の
改
善
を
図
る
自
立
活

動
の
指
導
を
行
う
感
覚
訓
練
室
や
上
下
肢

訓
練
室
な
ど
も
設
け
、児
童
生
徒
の
積
極

的
な
学
習
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　 1617 ふれあい

小林 勝校長

　
旧
校
舎
は
傾
斜
地
に
あ
り
、車
い
す
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
学
校
内
の
移
動

に
も
大
き
な
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、敷
地
の一
部
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
地
理
的
な
危

険
も
伴
い
、施
設
全
体
の
老
朽
化
も
進
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
校
舎
へ
の
移
転
は
、保
護
者
や

学
校
関
係
者
の
願
い
で
し
た
。

　
移
転
に
当
た
って
は
、地
域
の
皆
さ
ん
と

早
く
打
ち
解
け
る
よ
う
に
、保
護
者
ら
が

地
域
の
清
掃
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
も
清
掃
活
動
や
公
園
整
備
、

ま
た
自
分
た
ち
で
作
っ
た
野
菜
や
陶
芸
品

を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
な
ど
し

て
き
ま
し
た
。地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
温

か
い
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、子
ど
も

た
ち
も
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
３
学
期
か
ら
新
校
舎
に
登
校
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、真
新
し
い
校
舎
と
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
に
驚
き
な
が
ら
、笑
顔
で
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
の「
か
が
や
く
笑
顔
」を

大
切
に
、一
人
一
人
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
教
育
を
実
践
し
て
い
く

と
同
時
に
、地

域
に
開
か
れ
た

学
校
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん

に「
や
ま
び
こ

支
援
学
校
が
来

て
く
れ
て
良
か
っ

た
」と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
学
校

づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

「
や
ま
び
こ
支
援
学
校
」が
新
校
舎
へ
移
転

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
す

検索やまびこ支援学校
上下肢訓練室

地域交流にも活用する演習室

大月市猿橋町桂台3-31-1　
TEL 0554-23-1943　
FAX 0554-23-1946

校歌をイメージして子どもが描いた絵を基に作られた食堂の壁面

外部用玄関を設けた体育館は、安室さんのお気に入り校舎から外に出ずに移動できる寄宿舎

県立やまびこ支援学校

　県
東
部
地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
は
、
旧
校
舎
の
施
設

の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
移
転
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
1
月
20
日
に
は
新
校
舎

開
舎
式
と
3
学
期
の
始
業
式
を
行
い
、
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
児
童
生
徒
が

新
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

地域住民との触れ合いを大切にし、地域のフリーマーケット「桂台
マルシェ」に参加

　新しい校舎に初めて登校した日は、
児童生徒みんながきれいな校舎を見て
本当に驚き、喜びました。実際に学校
生活が始まってからは、バリアフリーで
学校全体がつながるような構造の便
利さや快適さ、そして設備の充実を実
感しています。また、僕は電車で通学し
ていますが、猿橋駅から高台にある桂
台までは直通のエレベーターが通って
いるので、とても便利でうれしいです。
　旧校舎では地域の高齢者施設の皆さんとの交流が多く、その触れ合い
の中で多くのことを学ばせていただきました。その経験から、後輩たちには、
地域の皆さんとの交流を大切にし、社会に貢献し役立つことで、意欲と自
信を持ち、いつも笑顔で学校生活を送ってもらいたいと思います。
　僕はこの春から社会人としての第一歩を踏み出しますが、僕たちの夢と
希望が詰まったシンボルタワーの鐘の音や、この学校での学びを忘れずに
一生懸命働いて、家族を支えられる存在になりたいと思っています。

　開校当初、この学校は知的障害
のある子どもだけを受け入れていた
養護学校でした。特別支援学校と
なり、体が不自由なお子さんも通う
ようになってからは、傾斜地にあり段
差が多い旧校舎は、児童生徒の障
害の実態に合わないものになって
いました。そこでPTAでも学校と相
談をしながら、県の教育委員会に対
して、移転を行い、移動に負担の少
ないバリアフリーの学校にするよう要望してきました。
　新しい校舎は玄関前にスクールバスが横付けでき、雨に濡れることなく
車いすの子どもたちが乗り降りできるようになりました。また校舎から外に
出ずに体育館やプール、寄宿舎につながる設計で、各教室の移動も楽
になりました。立地、建物共に安全性が高まり、災害など万一の場合につ
いての安心感もあります。今後は桂台地域の皆さんとの交流を深めなが
ら、開かれた学校であってほしいと願っています。

土屋 正仁さん
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・
安
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な
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で
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と
つ
な
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舎

地域に貢献し、役立つことが意欲と自信につながる
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ど
も
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ち
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く
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に
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